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腎細胞癌 との術前鑑別診断が困難であった

転移性腎腫瘍の1例
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   A 66-year-old female underwent left lower lobectomy for her lung cancer (adenocarcinoma) in 
November 1992, followed by the resection of brain metastasis in October 1993. Later, a left renal 
tumor with paraaortic lymph node swelling was found by a follow-up abdominal CT. She was treated 
with left nephrectomy and the resection of the paraaortic lymph nodes in June 1997. 

   The histopathology of the resected tumor and the lymph nodes revealed a metastatic renal tumor 
originating from the pulmonary adenocarcinoma. There have been 38 reported cases of metastatic 
renal tumor from lung cancer in the Japanese literature. 

                                           (Acta Urol. Jpn.  44: 489  192, 1998) 
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緒 言

腎は,肝,肺,骨,お よび副腎についで転移を受け

やすい臓器であ りD,剖 検例では全悪性腫瘍の約1.8・-

18.7%に 腎転移が存在する2'5)と報告されているが,

転移性腎腫瘍が患者の生存中に診断されることは比較

的稀である.今 回われわれは,腎 細胞癌 との術前鑑別

診断が困難であった肺腺癌の腎転移症例に対 し,根 治

的腎摘除術を施行したので若干の文献的考察を加えて

報告する.

症 例

患者:66歳,女 性

主訴:左 腎腫瘤精査

家族歴1特 記すべ きことなし

既往歴:1992年11月12日 左肺癌にて当院第2外 科で

左肺下葉切除術 を施行されている.病 理組織学的診断

は腺癌(pT2,No,Mo)で あった.1993年10月27日,

脳腫瘍の診断のもとに腫瘍摘出術が施行 されている.

病理組織学的には肺腺癌の脳転移と診断された,

現病歴:1997年5月16日,当 院第2外 科での経過観

察中の腹部CTに おいて左腎の腫瘍性病変および傍

*現:和 泉市立病院泌尿器科

大動脈 リンパ節の腫大 を認めたため1997年6月6日 当

科入院 となった.

入 院時現症:体 格,栄 養 とも中等度.左 腋窩部に肺

癌 による手術癩痕が認め られたが,腹 部所見では特 に

異常 を認めなか った.

入 院時検査所見:末 梢血,血 液生化学,検 尿 に特 に

異常 は認 めなか った.血 沈 は80mm/hrと 充 進 して

いた.

画 像所見:胸 部X線 写真では左下肺野にス リガラス

状 の陰影 を認 めた.そ の他の肺野に転移 を疑 わせ る所

見は認め られなかった.IVPで は左 腎 中部 に外側 に

突出す る腎陰影不整 を認めた.plainCTで は同部位

に一致 して内部がhomogeneousでlowdensityな 径

3cm大 の腫瘍 陰影 を認め,enhancedCTに お いては

周辺 部がenhanceさ れ た.ま た傍大動 脈 リンパ節 も

径3cm大 に腫 大 していた(Fig.1).骨 シ ンチ,Ga

シ ンチで はその他 の全身 に転移 を思わせ る所見は認め

られなか った.

入 院後の臨床経過:肺 癌の手術 よ り4年6カ 月経過

してい たこと と,enhancedCTに お い て腫瘍 陰影 が

enhanceを 受 けた こ とに よ り腎細 胞癌 の可 能性 を否

定で きず,腎 細胞癌 もしくは転移性腎腫瘍 の診断の も

と1997年6月16日 腰 部斜切開にて根治的腎摘 除術お よ

び傍 大動脈 リンパ節 郭清術 を施行 した.
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Fig.L(A)AnabdominalplainCTscan

showsalowdensitymassintheleft

kidney.(B)Anabdominalenhanced

CTscanshowsthesamelegioninthe

leftkidneyisenhanced,andparaaortic

lymphnodcsareswollen(Φ).

腫瘍は腎 に限局 してお り周囲 との癒着 もな く腎外へ

の浸潤 も見 られなか った.傍 大動脈 リンパ節 は,腎 門

部下方下大動脈 に沿 って2個 が腫大 していた.リ ンパ

節の周囲 との癒着 もなかった.摘 出標本の肉眼的所見

では腫瘍 の大 きさは3.0×3.0×3,0cmで あ り割 面は

内部壊死 を伴 った嚢胞様 の淡黄色 の腫瘍 で内部の壁 は

不整 であ った(Fig.2A).

病 理 組織所見で は原発巣の肺腺癌の像 とよ く似てお

り(Fig,2B,c),ア ル シアンブル ー染色 におい て原

発巣 と同 じく青 く染 まる粘液 を産生す る細胞が認め ら

れたため肺腺癌 の腎転移 と診断 した.同 様 に リンパ節

も肺腺癌の転移 と診断 した.

術 後経過は良好で1997年7月1日 退院 した.術 後9

カ月 を経過 した現在,外 来 にて経過観察中である.

考 察

悪性腫瘍 の腎転移が剖検時 に見つか る場合 は比較的

多 くWagleら2)に よ ると1.8%,Klingler3)に よる と

2.4%,Mayer4)に よ ると7.7%,森 ら5)に よ ると18.7%

と報 告 されてい る.腎 転移 の原発巣 はMayer4)の 報

告 による と肺癌(27%),乳 癌(14%),胃 癌(12%)
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Fig.2.(A)Grossappearanceoftheresected

kidney.(B)Amicroscopicfindingof

thelungadenocarcinoma.(C)Amic-

roscopic丘ndingoftheleftrenaltumor

showsadenocarcinoma
,whichissimilar

tothehistopathologyofthelungcancer .
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Tablel.Summaryof38casesofmetastatic
renaltUmOrOriginatingfrOmIUng
cancerintheJapaneseliterature

Sex

Age

Symptom

Pathology

Therapy

male=fema且e=7:2

33-81(mean6L25)

hematuria21/38(55.3%)

abdominalpain9/38

abdominalmass6/38

pyrexia4/38

backpainl/38

bodyweightlossl/38

squamouscellcarcinoma20/35(57.1%)

adenocarcinomalO/35(28.6%)

undifferentiatedcarcinomas5/35

totalnephrcctomy23/35(65.7%)

chemotherapy5/35

embolizationl/35

partialnephrectomyl/35

notreatment5/35

の川頁であったとされている.し か し,生 存中に腎転移

が診断される症例は多 くない、これは腎への転移は血

行性転移が多 く糸球体毛細血管が腫瘍塞栓によって閉

塞されるために腎孟,腎 杯への浸潤が遅 く,血 尿など

の臨床症状が遅れることに起因していると考えられて

いる6)生 前診断例の場合,原 発巣は肺癌が剖検例と

同様に最 も多 く,子 宮,食 道,甲 状腺がこれにつづ

く7)こ のように原発巣が肺癌に多い理由として肺の

癌細胞が血行性に肺静脈,左 心系を経て大循環系に散

布され,そ れが腎において転移巣を形成 しやすいため

と考えられている8)

さて,肺 癌の腎転移に限局 してみると今回われわれ

が経験 した症例は梶川ら9)の集計をもとに以後の報告

例を加えると38例 目にあたる10'16)Tablelに それ

らのまとめを示す.主 訴は血尿が38例 中21例 を占め肺

癌術後の定期的な尿検査の必要性が示唆される.肺 癌

治療後腎転移発見 までの期聞は腎転移が先行 した2

例,不 明の3例 を除 くと33例中27例が2年 以内であっ

た,し か し,自 験例は4年6カ 月後の再発であり7年

後,9年 後という症例 もみられるため,比 較的長期に

わたって経過を観察する必要があると思われる.転 移

性腎腫瘍の診断におけるX線 学的所見の特徴である

が,IVPで は腎細胞癌 と同様に占拠性病変を疑わせ

る腎孟腎杯の変形や腎陰影の不整がみられることがあ

る,CTの 所見は,plainCTで は内部が不均一 な

lowdensityareaと して認められるが,enhancedCT

ではその造影効果 は非常に弱いことが多い17)し か

し自験例では造影効果がみられ,術 前に腎細胞癌 と鑑

別することは困難であった.治 療は不明の3例 を除き

35例中22例 に根治的腎摘除術が施行されている.根 治

的腎摘除術の適応としては(1)腎 単独の転 移である

場合(2)腎 転移に よる症状が強い場合 とされてい

る18)自 験例は傍大動脈 リンパ節転移が認められた

が腎と傍大動脈リンパ節に限局 してお り,腎 細胞癌 と

の鑑別が術前には困難であったので根治的腎摘除術を

施行 した.転 移性腎腫瘍 に対 して根治的腎摘除術を

行った場合の予後は前田ら19)によると1年 生存率は

43.9%,2年 生存率は32.9%で ある.手 術可能な腎細

胞癌に比 して当然ながら予後は不良であるが,本 症例

は幸いにも根治的腎摘除術後9カ 月経過 した現在でも

他臓器への転移を認めていない.

以上,肺 腺癌術後4年6カ 月経過 して左腎および傍

大動脈 リンパ節に限局した転移巣が発見された転移性

腎腫瘍の1例 を報告 した.原 発巣の肺癌治療後4年6

カ月の転移であること,左 腎および傍大動脈 リンパ節

に限局 していたことの2点 が本症例では興味のあると

ころである.わ れわれ泌尿器科医にとって腎腫瘍は日

常的な疾患であるが,術 前鑑別診断の際には既往歴に

も充分な注意をする必要があると思われる.

結 語

66歳女性で肺腺癌の術後4年6カ 月目に発見された

転移性腎腫瘍に対 して根治的腎摘除術を施行 した1例

を経験 したので,若 干の文献的考察を加えて報告 し

た.

本論文の要旨は,第160回 日本泌尿器科学会関西地方会に

おいて報告した.
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